
 

過去を振り返って分かること    別保中学校２年 大塚瑠晄 

僕は今、毎日勉強や部活動に励み、充実した学校生活を送っています。 しかし、小学生の頃、学

校に行くことのできない時期がありました。 四年生の夏休み明けのことです。 

突然、学校に行くことができなくなりました。原因は、当時はよく分からなかったのですが、人と関

わる中で考え方の違いや不安が積み重なった結果、まだ幼かった僕はその気持ちを処理しきれなか

ったのだろうと思います。朝、学校に行く時間になっても行く気持ちになれませんでした。このままで

はいけないという気持ちが強かったので、学校の前までは行くことができました。しかし、結局入れず

に戻ってきました。そのような日々を繰り返していました。家に帰ってきた僕は、勉強が嫌いな訳では

なかったので、時間割通りに勉強していました。 

このような日々が二ヶ月ほど続いた頃、学校では秋の学習発表会に向け、準備が始まっていまし

た。僕のクラスは歌劇をやることに決まっていました。その時、一人の先生から、歌劇のピアノ伴奏を

頼まれました。小さな頃からピアノを弾いていた僕にとってピアノ伴奏は得意なことであり、唯一自信

のあることでした。その日からピアノの先生をしている母の下で一生懸命練習に励みました。その歌

劇の曲が仕上がる度に、楽しくなっていました。そうして迎えた当日、僕は無事大役を果たすことがで

きたのです。弾き終えた時、安心する気持ちと同時に人前でピアノを弾くことの嬉しさや喜びを改め

て感じていました。やり遂げたことの達成感もあったのだと思います。 

この経験が、学校に戻るきっかけの一つになったのは間違いないと思います。この日を境にして、

少しずつ学校に行けるようになっていきました。その後も、何度かピアノを弾く機会に恵まれ、卒業式

での演奏を最後に僕の小学校生活は終わりました。 

 今、こうして過去を振り返ることができるようになったのは、自分も中学生になり、あの頃からさら

に多くの経験を積み、大きくなった証なのだと思います。今思えば、当日学校に来られるか分からな

いにもかかわらずピアノ伴奏を任せる事は、周りの人も本当に心配だったと思います。しかし、今なら

わかります。あの時、多くの人が自分のことに関わり、見守ってくれたから頑張れたということを。そし

て、あの時、ピアノ伴奏という機会を与えてもらえたから、今でも楽しく弾いている僕がいる。あの時、

一生懸命勉強したから今、机に向かっている僕がいる。四年生のあの頃の経験が、今の僕の原点な

のだと思っています。現在、毎日取り組んでいることがあります。それは、ピアノです。家のピアノ教室

では、毎年秋に発表会を行っています。僕もその場で、発表するために、今新しい曲に挑戦していま

す。練習では思うように弾けないこともありますが、発表会当日ステージで、最高の演奏を披露する

ために毎日練習しています。そして、この取り組みが自分のさらなる高みにつながると信じて頑張って

います。 

 

 

あの頃の僕は、得意だったピアノを弾き、人前で披露することで自信を取り戻すことができまし

た。そのことで、心の中に少しずつ余裕が生まれ、それまで抱えていた不安な気持ちを吹っ切るこ

とができたのだと思います。 

人は興味のある様々なことに挑戦し、努力をすることで達成感 

を得ることができる。そしてそれは自信となり、その自信が困難に 

立ち向かう原動力になるのだ。と言うことを今回、過去を振り返っ 

て見て改めて気づくことができました。 

僕は今、充実した日々を過ごしていますが、これからも1日1                        日

日を大切にし、悔いのないよう勉強や部活動に取り組んでいきた 

いと思います。 

そして、これから先困難な壁にぶつかってもこの気づきを忘れずに、自分を信じていきたいと思

っています。 

 

 

 
下記のような相談機関もありますが、お

子さんについて何かお悩みがありました

ら、ご家庭で抱え込まず遠慮なく別保中  

（℡６２－２０１９）へご連絡ください。

 

 

 ９月２日昼休みに、「釧路沖震源とする震度６

強の地震」を想定して実施しました。この日は、

「北海道シェイクアウト」という参加者が一斉に

行動する訓練を行いました。今年度も昼休み中

に行いましたが、全学年、安全な行動をとること

ができました。 


